
文構造研究会

本研究会の目的は、「日本語
の文構造」に関する知識を深
めることである。毎週金曜日
に、定例読書会を21回実施し
メンバー間で活発な議論が行
われた。今年は益岡隆志編
(1993)『日本語の条件表現』
などを通読した。またメン
バーの学会発表に合わせ、リ
ハーサルを実施、意見交換を
行った。

メンバー
会長：深石葉子（文研D2）
副会長：三浦景星

（言語研M２）
会員：山本晃子（文研D2）
客員会員：FANG Yuanxin

（名古屋大学院D２）

全7回で学外から英語講師を招き、英書講読の添削・解説講義を
行った。
取り上げた書籍は、Kobayashi,Rinnert（2024）”Developing 
Multilingual Writing Agency,Audience,Identity”
事前に予習として和訳を提出し、それの添削を講師にお願いし
た。ZOOMの講読会では文法的な説明のみならず、専門的な事
項に関する議論が深まった。

英書講読

研究会の開催
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